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Abstract　　The Women’s College students majoring in Housing recorded their actions on March 11 and 
days during in scheduled blackouts. By analyzing the records, it could be seen behaved on the day and 
before and after the scheduled blackouts. In addition, their ideas about continuing on became clear. Since 
March 11 was spring vacation, many students were relaxing at home in the Kanto area, but others were 
stranded as commuters while others stayed at school or public facilities. On the other hand, students who 
experienced scheduled blackouts reported various ways of securing reserves of water, food, and lights 
at home. Power blackouts also revealed how there students’ lives have depended on a stable supply of 
electricity. Many students who reported, “I realized the weakness and the value of ordinary life” were 
seen. And this led to a consideration of not only power saving but living sense changes.
　　Keywords :  dwelling life, living sense, college student, earthquake disaster
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場所 自宅 学校施設 駅 路上
人数 42 4 5 6
場所 店舗 スポーツ施設 オフィス その他





























































































湯たんぽのお湯を翌朝利用する 1 散歩をする 3
お風呂にためた水で洗濯・浴室掃除 1 ゲームをする 2
水をバケツにためておく 3 ボードゲームをする 2
ためた水でトイレを流す 3 携帯電話でインターネット 4
使う食器を限り，水の使用量を減らす 1 ぶらぶらする 1
?????
冷蔵庫を極力開けない 3 映画を観る 1
冷蔵庫以外は極力使わない 2 DVDを観る 1
冷蔵庫の電源を落とす 1 お茶を入れる 1
食器を手洗いする 1 出かける 1





鍋物料理をする 2 家事の手伝い 2
ごはんを炊いておく 2 朝食の後片付け 1
料理の作り置き 2 食器を片づける 1
冷凍食から消費する 2 お風呂を掃除する 1
日持ちするものを備蓄する 2 お風呂をわかす 4
生ものはその日のうちに調理する 1 シャワーを浴びる 1
翌日用の食事を作る 1 ドライヤーを使う 2
食事の下ごしらえ 1 洗濯物をたたむ 4
ストック用のパンを作る 1 洗濯機を回す 1
ペットボトルの備蓄 1 洗濯物を干す 1
家族と話をする 2 洗濯物をしまう 1
携帯電話て家族と連絡をとる 1 アイロンがけ 1
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述しているのが「Twitter」や「mixi」，「skype」と
いったサービスである。連絡手段として重宝したと
いう記述が多くある一方で，真偽の分からない多
くの情報が流れ翻弄されてしまったことも事実で
ある。「情報を取捨選択する上で，自分で一度考え
る」という基本姿勢は必要不可欠である。しかし
「Twitter」を始めとする情報サービスも，高齢者を
始めどんな世代にとっても平等に活用できる手段と
いえるかどうかは疑問が残り，世代に関係なく活用
できるシステム作りが今後求められる。
5-6　具体的にできる対策
各々の意識だけではなく，具体的な防災対策の指
摘や提案といった形での記述も多く見られた。代表
的なものとしては，3月 11日を受けて，被災地に
向けて自分たちにできることに関する記述である。
「募金」や「献血」といったものを始めとして，「経
済を回し被災地にも還元する」努力に加え，「継続
的かつ直接的な支援」を重要視した記述が目立つ。
また，被災地で実際に生活している方の「心のケ
ア」や「思いやる心」を大切に生活していきたいと
いう記述もあり，これは 5-4にも共通することだと
考えられる。国全体で一丸となって支え合いたいと
いう意思表示にもつながっている。
6．まとめ
東日本大震災当日，突然の発生した大地震の中で
自宅へ帰る道筋には学生それぞれの大変さがあった
ことが分かった。家族となかなか安否確認・連絡が
とれず，限られた帰宅方法しかとれなかった事態に，
心身ともに疲れを感じた学生がいた一方で，自宅に
いながら冷静に避難へ向けて対処した学生もいる。
また，自宅以外で夜を明かすことになった学生の記
録からは，施設側の迅速な対応を実感し，無理をし
て帰宅をしないという選択肢の有効性が分かった。
計画停電の影響を受けた学生は，電気の無駄遣い
を見直し様々な形で節電の工夫を行っている。計画
停電の実施は初めてであり，開始時間が不確定であ
るため知らされる時間と異なり，戸惑っている様子
や被災地や電力源を思いやり自主的に停電を行う姿
が見られた。これらの記録の特徴としては，停電実
施時間を中心に生活が営まれているということが挙
げられる。
これらを経て学生が感じたこととして最も多く見
られた記述は，「これまで当たり前と捉えてきた生活
の脆さやありがたみに気付いた」というものである。
今までのくらしがいかに電気に依存していたかに
改めて気付かされ，日常生活に工夫を加えることで
節電は可能であることを実感することで，今までの
くらしを考え直すきっかけとなった。
今後の課題としては，今回の記録を更にすまいと
関係づけて分析を行うことや，意識の変化が今後の
くらし方にどのように影響を及ぼすのか，追って具
体的に調査・分析することが考えられる。
